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奉献医大 ･野生動物).前田砲一郎 (帝京大 ･医
･寄生虫).野上貞雄 (日大 ･農猷医･医動物)
犬糸状虫感奴幼虫をニホンザルの皮下に注入す
ると､約 6ヶ月後の剖検時に心肺から生存した幼
君虫が検出されたので､今回はニホンザル体内で
の生存期間について検討した｡
感典幼虫490匹､492匹を 2才の♂ 2頭の頚詐
郡皮下に注入し､胸部レ緑所見その他について経
過観環した｡感独後20週目で 1可の肺に境界不鮮
明な陰影像が数個出現したが､他の 1頭では変化
が見られなかった｡ 2亘巧とも10週日より好酸球政
の増加が認められ､一旦減少したが､再圧17過日
に増加､以降は漸次減少している｡捻白血坪数は
一過性に上昇したが､現在は感始前のレベルに復
帰した｡
ELISlによる検志では､ともに】0週日から抗犬
糸状虫抗体が検出され､lS掴までは犬糸状虫抗原
に対する吸光度の上昇が認められた｡
また､ヒト肺犬糸状虫症患者の診断に必要な虫
体死滅後の抗体持続期間を検討する実験方法の一
つとして､幼若虫のニホンザルへの感鞄も試みた｡
犬への感染実験後119日日の幼君虫を 2匹づつニ
ホンザルの.7'2頭､♀2頚の珂背部皮下にそれぞ
れ移植した｡ウサギと同じように肺動脈まで移行
するか否かについて検討するため､控過眼帯中だ
が､感奴後 8過日までは外見上の症状は認められ
ず､胸部レ繰上でも凝滞陰影は認められなかった｡
